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ので,間頗術施行し辛十分な隆雄療法下で経過良好であ

ら.後者は肺血管抵抗が且語血9単位8m豊と高度の肺高血

圧を示し予両方向シャソトであった執 事僻は行われな

.L--,､心却F号 合伸上'-_折半FJ古′‖ニト症伸卜朝日.

- 義弘帝珊 竜 顔藍緊要錨 柑納 院詩

心奇形を合併する小児外翻疾患の*で治療漫澗嬢とな
るのぼ食動閉鎖症や横隔膜へルエア等を室だ竪する新教児

外翻疾患であり,そ昭治療成績は不良であるやそこdで予
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昭和洩浸隼より転臓三愛で紅経験Lたこ新教児外翻症例は5班

(7%)であり,そのうち死亡は望ヨ例 (55%)であった.
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心擢手術は9例をこ行われ嶺例が死亡L虹

齢 山地方病院小児心臓病診療からみた発売性
疾患
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疾患別では,発表轍が妻拍例 (33,6%告緩売性が漫且望倒

は心室中隔欠損が嶺魂例とその約半数を長め乍この他では
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動脈管開存8例などが頻度嘩高い疾患であったゼこれ,ら

新潟大学医学部,および立川総翻病院に紹介し亨心線カ

チ-テル換蜜を受けたもの鮒例,手術を受けたもの漫0例

であった叶なお遠隔死亡は2例であった.また,新生児

期をこ望語例の受診があり,これは当科のミニ要職CU(薦住

着 柳本)の影響が太であると考えられた.この鶴,ア

イゼソメソジャ…症候群が語例にみられ,今後とも無視

できない問魔点であると考えられた.

後天性では川崎病が櫓例や不整脈が34例と多く菅これ

をこ翻して衆院症は3例と少なかった.6歳とi2歳とをこ年

齢浄布のピ--タをみているのは尊意心臓検診のためと考

えられた申

地域的な先天性心疾患診療の向上のためには,専悶医

の充足も必要だが亨それが可能となるまでは新射琶科医

や学巌む厳検診-碍協動 病院間の連携等のシステムを

より一層遊離:L贈ればならない,小児循環器医の一層の
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7う心室中隔欠損症兼太動脈弁間組不全症の
孝術と遠隔成格
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手術後且0年以上経過L烏心室中隔究損症兼太動脈奔閉

姦鍔不全症議了例について予粟動脈弁の術式紅より症例を大

男妾を群をこ分け,その予後と鋭産の心機能を検討した,
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死9慧例事故死q生存望例 (術後漫8年,摘隼経過)は塞

AVP群は臓症例.認歳時漁況桁渡例が竣年後突然

死したや啓手術は3例.1例 A隠増強で溝年後軍望例
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を除きA隠ぼ改善し,生活制限はない.

貰液温例彰絶望例は心雑音なく字数低血圧も正常域でサ

通常の喜ヨ常敏活を営んでいる,

結語 AV隈群は初期の開心術補助手段の未熟き,疏
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当院をこおける高齢者発売捜し疾患手術症例を検討した

症例級数は且望9語例で,発表性心疾患は鎧33例 摘9淵%)
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は逮趨才,手術死亡は0であった.

最近転年間で高齢者手簡症例が増加したが,これは主

としてAS首二5症例の増加をこ起因すると思われた.ASrT)


